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::「

國
.
.富
論

/か
初
め
て
：出
版
せ
ら
れ
た
る
は
ー
千
；七
西
七
十
六
年
三

.月
九
日
な
り
。
此
の
書
は 

價
格

1
,

磅
十
六
志
を
以
て
、四
拆
判
兩
卷
ビ
し
て
市
場
に
現
れ
た
り
。彼
れ
は
自
ら

>
<3!
 Smith, 

L
L
.

 

D
.

 

a
n
d

 

F. 

R
.

 

s. 

F
o
r
m
e
r
l
y

 Professor 

o
f

g
o
r
a
r
p
h
i
l
o
s
o
p
h
y

 in 

the University of G
l
a
s
g
o
w
.

ビ
磐
せ 

b

o
即
ち
ス
ミ
ス
は
是
れ
よ
ら
十
二
年
前
、バ
ッ
ク
ル
ー
公
の
師
佛
ビ
し
て
佛
國
の
旅
に
赴
く 

•か
爲
め
に
、一
千
七

?|
六
十
四
年
ニ
月
十
四
日
グ
ラ
ス
：ゴ
ォ
大
學
に
辭

.表
を
提
出
し
、同
年
三
月
：
 

1

日
同
大
學
評
議
員
會
に
よ

K
V 

<-0
許
せ
ら
れ

/2
る
な

.り
。
出
版
者
は

w
.

 S
t
r
a
h
a
n

及

び

0
- 

Cadell

な
6

。
.
殆
ん
ど
諸
雜
誌
の
•評
論
に
よ

6

て
，助
勢
せ
ら

‘る
、
こ
と
な
か
り
し
に
拘
ら
ず
、本

.

 

.

.

.

.

.

. 

. 

.

.

.

.

. 

•
-
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. 

国.
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,.

書
の
‘賣
行
き
は
當
初
よ
り
出
版
栽
の
期
待
以
上
に

；
良
好
に
し
て
、初
版

(

部
，數
は
不
明
な
る
も
恐 

ら
ぐ
は

|

千
部
な
り
，し
な
ら
ん

)

は
六
ケ
月
內
に
賣
な

0 

3
れ
た

K
v
o (

G
s
t
〗emarfs 

M
a
g
a
z
i
n
e

は

本
書
：に
就
き

'
 
て
何
事
も
記
す
る
所
な
ぐ

"Annu
a
l 

Register

は
僅
々
ニ
頁
を
割
愛
し
て
之
れ
を
評 

論
せ
る
に
過
ぎ
す
。
而
も
興
の
.筆
者
は
エ
ド
マ
ン
ド
二
ァ
彳
ク
な
り
し

.が
如
し
。

)
ス
ミ
ス
は
本 

書
の
初
版
に
對
し
て
五
百
翁
を
受
理
せ
る
も
の
と
認
め
ら
る
、恰
も

C
a
d
e
l
i

商
會
が
是
れ
ょ

& 

先
き
サ
!
ジ
エ
ム
ズ

•
スチユア.！
ト
の

Inquiry into 

the principles 

of Political 

E
c
o
n
o
m
y
.

に
對
し
て 

支
拂

-
る
高
ど
同

T

な
り
。
.；

(

著
者
ビ
出
版
者
ざ
：の
間
に

#

し
^
る
契
約
の
詳
細
は
知
悉
せ
ら

れ

ず

。
，；
大

體

ょ
&
«
:て
、
出

版

者

「

は

:-
金

«

を
以
て

〗

此
の
書
を
著
者
ょ
な
買
取
れ
る
も
の

.

. 

;'.•
 

* 

.
、

..:
■:
.
.
.

S
如
く
、而
し
て
ス
ミ
ス
が

1

千
.七
百
七
十
六

.年
，十
一
月
十
三
日
附
の
書
節
中
に
於
て
、彼
れ
は 

其
の
當
時

-1
百
破
の
金
子
を
領
收
し
た
る
も
、猶
ほ
彼
れ
に
支
拂
は

る

可
き
殘
金
の
存
■す
る
旨 

を
記
せ
る
に
徵
し
て

'全
額
を
五
：百

.磅
ど
推
定
す
る
は
必
す
し
も
不
當
に
非
ざ
る
が
如
し

o) 

ス
ミ
ス
は

S
t
r
a
h
a
n

に
宛
て
た
る
其
の
書
簡
中
に
於
て
多
數
の
寄
躓
を
行
へ
る
旨
を
記
せ
り

( 

其
の

i

部
は
言
ふ
ま
で

も

な
ぐ
久
し
く
此
の
書

.の
出
：版
を
待
ち
焦
れ
つ
、
あ
公
し
其
莫
逆
の 

.友
デ
グ
：ィッド

•
ヒ
ユ
ー
ム
ぃ
に
ー
赠

&

れ
た
も

0
 

(

此
の
寄

®
本
は
一
時
故

B
a
b
b
a
g
e

氏
に
ょ

.-

e
s

て
所
藏 

せ
ら
れ
れ

b
}
0
,
匕
.
r

ム；が
本
書
の
寄

®

を
謝
せ

.る
四

月

一
日
の
答

斑

巾

に「

貴
下

R

し

て

今

、̂ 

し
余
の
爐
邊
に
在
ら
，ば、余
は
貴
下
の
原
理
中
へ
の
ニ

H

に
就
き
て
論
爭
せ
し
な
る
可
し
。
余
は 

ン

舘

十

六

港

(

七
七
九

〕
■

，論：
耽

「

遨德的惝操論

」w
「

國
富
論

」
」

, 

V

 

0

.

B

H
九
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彭
®

の
11
代
が
生
產

物

の
fi
i

格
の

.一
宛
部
分
を
構
成
す
る
も
の
と
，思
惟
す
る

乙

ビ
能
は
す

、
®

格
は
全
然
數
量
及
び

M

耍
に
ょ

6

て
決
定
せ
ら
る
、
も
の
ビ

M

1

せ
ざ
る
を

^

す
。
余
こ

^

.

.

.

.

.

.

.

.
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.

.

.

.

 

:

•

 

.

 
.

 

•

.

K
y

て
は
佛
國
王
が

®

锻
鑄

.

造
R

對
、し
て
；八
分
の
鑄

f t

料
を
取
得
し

.

得
る
、と
は
不
可
能
な
る
の 

觀
ぁ
り
？
：
斯

く

て
は
何
人
と

雖

も
造
幣
局

に
地
金
を
輸
鈉
す

る
こ
ビ

な
ぐ
、

そ
は
總
べ
て
和
蘭 

若
し
く
は
英
國

.

に
送
：附
せ

.

ら

れ

、
此

處

に

，
ニ

：
分

以

內

：の

®

用
を
以
て
鑄
造
せ
ら
れ
て
佛
國
に

®
 

還
せ
ら
れ
得
可

き
な

6

。

,!
'
是
れ
故
に
ネ
ジ
ヶ
キ
ル
は
言
，ふ
«
王
は
單
に
二
分
の
造
幣
料
を
徵
す

る
に
過
ぎ
ず
を

>
'•
:
然
れ
ど
も
是
れ
等
並
び
に
他
の
凡
百
の

®*
は

0 
i
對
談
に
際
し
て
論
議
せ

.

— 

.
：，
 

:へ.
.

.

.

.

 

.

. 

-

■. 

.

も
る
可
き
も
の

R.
し
て
、貴
下
が
近
く

#

談
の

^
^
5

き
旨
を

_

越

3

ら
，る
ぐ
ま
で
は
余
は
依
然 

ビ
し
て
近
{
其
の
機
會
に
接
す
可
き
を
信
ず
る
な
り
。
余
は
極
め
て
不
良
な
る
健
康
狀
態
に 

在
う

.

V
、

長
ぐ
待
つ
こ
ど
；能
は
ざ
る
が
故
に
、余
は
其
の
速
か
な
る
可
き
こ
と
を
欲
す

-:
K
々
ビ
言 

へ
る
に
徵
し
て
，ヒ

f

ム
す

&

出
版
：以
前
に
此
の
：書

\の
草
稿
を
閱

«

し
：た
る
こ
ヒ
な
き
の
事
實 

を
明
か
に
す
る
を
得
る

-な
う
。
ヒ
ュ
ー
ム
は
同
じ
き
年
の

•

八
月
：H

十
五
日
を
以
て
長
逝
せ
う
へ 

ヒ
ュ

1

ム
が
エ
ブ
シ

V

 

口
ォ
に
於
て

1®
揭
の
書
，筋
を
草
し
れ
る
ど
同
時
に
ギ
ボ
ン

(
E
d
l
r
d

 

G

着

)

は
偷
敦

よ

P
ア
ダ
ム
。フ

:7
グ
ソ
ン
に
：書
を
寄
せ
士
日
く
、

「
我
れ
等
が
：共
組
の
友
人
ア
ダ

ム•ス
ミ
ス
氏
は
極
め
て
優
秀
な
る
寒
作
を
以
て
社
會
を

.豐富ならしめ：
た
そ
は
單

1

書 

に
收
め
ら
れ
た
る
廣
.机
な

る

科
學
に
し
て
又
た
最
も
叨
晰
な
る
言
語
を
»
て
表
明
せ
ら
れ
た 

る
最
も
深
遠
な
る
觀
念
な
り
。
彼
れ
は
最
近
に

1貴
：下
を
訪
問
す
可
き
旨
を
提
言
せ

t

rf
u
し
て 

余
は
彼
れ
の
意
旨
が
ヒ
ュ

I

ム
氏
を
說

V

て
彼
れ
ど
.共
に
歸
京
せ
し
む
る
が
：爲
め
に
其
の
最 

傲
大
も
熱
心
な
る
努
力
を
行
は
ん
と
す
る
に
在
る
こ
と
を
認
め
た

^

◊
:♦
は
此
の
眞
個
な
る 

A

物
の
；健
康
ど
氣
分
ヒ
が
其
の
友
人
等
の
願
ふ
所
の
如
く
、勝
れ
ざ
る
こ
ビ
を
聞
く
を
遺
慽
と 

す
、而
し
て
佘
は
貴
下
が
彼
れ
に
述
動
、娛
樂
及
び
換
氣
の
利
益
を
納
得
せ
し
む
る
が
爲
め

R

協 

力
せ
ら
ふ
可
き
こ
を

.確
信
す
，ど

。

‘ 

/::
パ.

*:
;0
書
の
出
版

ぜ

ら
れ
た

>̂
!

際
に
王
立
協
會
の
總
裁
サ

1
*
.ジ

g

ン
®
ブ
ダ

ン
グ
ル

m
n*J

o
h
n

s
n
g
l
e
)

¥:
つ
て
蘇
國
某
太
：學
に
於
て
偷
理
哲
學
の
講
師
た

&

し
人

)

は
ジ
工
ー
ム
ズ

•
•ホ
•スゥ
エ

.

.
 

.

.
 

.
 

....

 

,
■
,, 

.
'
: 

.

V

 g
a
s
e
s

 

B
o
s
well)

に
向
ひ

.て
未
だ
曾
つ
て
貿
易
に
從
事
し
た
る
こ

^

な

き

ス

ミ

ス

|«
士
の

該

.

.

.
:

■:
.

問
題
に
關
す
る
論
述
に
ょ
り
て
法
律
家
の
®
學
に
對
す
る
以
上
に
何
物
を
も
期
待
し
得
ざ
る

.

.

.

.

.

.

. 

.

皆
を
說
け
ぅ
。
而
し
て
。ホ
ズ
ク
エ
ル

が

此

の
言
を
ジ
ョ
ン
ソ
ン
に
傳
へ
た
る
時
、彼
れ
は
言
下 

.に
之

'れ
，を
排
し
て
日
ぐ

^

ょ

、彼

れ
は
誤
て
ト
ノ
。

fl
つ
て
賀
為
に

#

事
し
た
る
こ
ビ
な
き
人
ビ

第
十
六
卷
，

(

七八一

〕

論

就

S

徳
的
惝
操
論

」

と「

國
當
B#」

：.

:

第
六
號
四
一



捣
十
六
卷
丨

(

七
へ
ー
0

論

說

「

道
徳
的
情
操
論」

i「

國
富
輪」 

第

六

號

四

ニ

雖
も

.正

.さ
に
賀
爲

.に
關
し
，て
立
派
な
る
藉
作
を
行
ふ
を
得
可
し
。
而
し
て
何
物
ど
.雖
も
質
易 

以
上
に
哲
學
に
よ

b

て
解
明
せ
ら
る
、
こ
ど
を
®
す
る
も
の
な
し

。

m
純
な
る
富
*即
ち
貨
幣 

に
關
し
て
は
一
國
民
恭
し
く
は
一
個
人
は
他
を
し
て
貧
の
程
度
を
增
加
せ
し
む
る
こ

Vi

•な
く 

し

て

.其

の

蓄

積

を

增

加

し: #

ざ
る
こ

と

明
か
な
ぅ
。
而
も
貿
易
は
よ
り
價

B

大
な

)

も

の
、即 

ち
，相
異
れ
る
國
家
の
特
殊
の
利
益
の

S

M

,を
»

す
な
り
。
商
人
は
自
己
の
特
殊
の
貿
揚
以
外 

の
'も
の
；を
思
惟
す
る
こ
ビ
：稀
れ

な

t
是
れ
：に
關
し
て
良
書
を
著
は
さ
ん
士
す
る
者
は
黃

a
 

な
る
見
解
を
有
せ
ざ

:'
る
：可
ら
ず
。

|

問

題

に

：就

き

て

，好

著

を

草

す'る
が
爲
め
に
は
前
以
て
實 

行
，す
る
こ
ビ
を
必
製
ビ
せ
ざ
る
な

>=>」
ビ

。
，

(

本

項

は

前

揭

レ
丨

氏
の

「

ス
ミ
ス
傅

」

に
據
る
。
其
の 

pp. 

2
S
4
:- 2
S
S
.

參
照

)

。
四

;■
ス
ミ
ス
は
グ
ラ
ス
ゴ
：ォ
大
學
，に
於
け
る
其
：の
；偷
理

.哲
學
，の

_

^

 ̂

略
々

K

ジ
ス
ト
：
 

ォー
,

”
1

,ス

よ

り

傅

承

せ

る

ス
:-
ち
 

て
變
ら
ざ
り
き
ー
吾
人
は
旣
に 

ジ
ョ
ン

•
ミ

ル

ラー
の

：：

所

：
言

に

據b

て
、ス
ミ

.ス
は
其
の
講
義
中

R

於
て
収
扱
ふ
可
き
全
主
題
を 

自
然
神
學
、偷
理
學
、法

#

學
及
び
經
濟
學
の
四
項
自
に
分
割
し
得
可
き
も

0

w

看
做
せ
る
こ

ビ

を
知
れ
匕

§

田
學
食
雜
誌
第
ホ
六
：卷
第
ニ
：

|號
：所
：雜
拙
稿

「

ァ
ダ
ヶ
ス
ミ
ス
み
生

p(

一)

參
照)

。
 

而
し
て
斯
く
の
如

&
舞
學
泠
分

®

が
：一
チ
セ
胃
ー

--
十
九
年
よ

y同
四
十
六
年
に
亘
り
て
同
大 

學
に
於
て
倫
理
哲
學
，を
講
じ
つ
；、
あ

^'
:
し
へ
ス
ミ
ス
の
師

.ス
ラ
ン
シ
ス
*ハ
ッ
チ
エ
ソ
ン
の
著
書
中 

に
揭
げ
ら
れ
つ
、
あ
る
こ

;

W

も
亦
だ
會
つ
て
吾
人
が
擧
示
し
た
る
所
な

b

o
羅
誌

「

改
造

J

第
四 

卷
第
三
號
所
載
相

稿『

ア

ダ

ム
ノ

ス

ミ

ス

と
:«
國
學
者J

參

照)

。
然
れ
ど
も
ス
ミ
ス
は
特
に

1

の
激 

に
於
て
ア
リ
ス
ト
ォ

X

リ
ー
ズ

C

相
違
：せ

.り
。

蓋
し
ア

ジ
ス

ト
ォ
ー
グ
ジ
ー
ズ
は
經
濟
學
な
る 

文
字
に
よ

6

て
家

事

_

營
の
：實
際

..的
'學
問
文
た
は

技

術
を
意
味
し
た
る
に
對
し
、ス
ミ
ス
は
經 

濟
學
に
定
義
し
て

「

人
民
及
び
，主
權
者
の

.爾
者

.を
富
裕
な
ら
し
む
る
.こ
と
を
提
唱
す
る
し
も
の
と 

做
せ
る
こ
ビ
是
れ
な
り

:0(
w
e
a
l
t
h

 

of Nations, 

bk. IV. Introduction)。

即
ち
前
*
が
専
ら
家
計
の 

見
地

よ

K
y經
濟
を
論
じ
た
る
に
反
し
、後
者
は
主
ど
し
て
國

K

的
意
義
に
於
て
之
れ
を
取
极
へ

る
の
；相

違

あ

る
な

b

o

斯
く
て
又
た
經
濟
學
は
彼
れ
に
取
ぅ
て
は
政
治
學
に
渡
す
橋
梁
に
非

.
.

. 

. 

.

 

. 

' 

.

.

. 

‘ 

.

.

ず
し
て
、寧
ろ
政
治

®

學
；は
：倫
■

理
.

學
，ギ

 

に
於
け
る
調
停
者

.

た
る
の

S

に
於
て
、彼 

れ
は
ア
リ
ス
ト
ォ
テ
フ
）
ズ
の
傅
統
よ
り
分
離
す
る
に
至
れ
る
な

-̂

。
從
つ
て
ス
ミ
ス
は

^
 

の
講
義
の
課

.

程
に
於
て
、先
づ
第
一

'
 

に
自
然
神

®

を
翰
じ
、次

い

で
一
般

R

稱
讃
せ
ら
，る■可
き
行 

第十六猪：

(

七八
l

a

論

說

‘「

證
的
情
議

」

ミ「

國富論

」

_

 

第
六
號
四
ヨ



第
十
六
卷

(

七
八
四

〕

論

說

r

逍
徳
的
情
操
論

」

3「

國
富
論

j

爲
の
本

*

に
關
す
る
硏
究
、即
ち
偷
理
學
に
及
び
た
る
後
、®
ち 

，即
ち
法
律
及
び
政
治

®

學
：：に
、對

ず

る

攻

：究
：を

行a

、if
l
jし
て
最 

す

る

こ

ど

な
く

し
て
、便

宜

の

を
'れ
に
：依

賴

し

、—
國
家
の
富

ど 

ヒ
思
料
せ
ら
れ
た
る
：政
治
的
制
規
を
檢
討
せ
る
な
り
。ニ
前
揭

第
一
ハ
號
四
四

に
芷
義
に
_
す
る
偷
理
の
部
_
、
 

後
に
正
義
の
原
則
に
基
礎
を
有 

力

^

繁
榮

S

を
增
進
す
る
も
の 

ミ
，
ラ

I

の
所
言
參
照

)

。
是
れ 

な
ら
し
む
る
が
爲
め
に
相
互
に 

て
誠
み
ら
れ
た
る
計
書
は
後
に 

れ
た
り
。

ス
ミ
ス
が
當
初
の
意

等
®

本
的
槪
念
は

.

.孰，れ：も
出
來

©

る
_

 ̂

解
を
明
確 

裁
然
他
の
も
の
ょ
ぅ
願
別
せ
，ら
れ
た

\

'
此
の
講
義
中
に
於 

至
：CV V

上
梓
せ
ら
れ
た
る
著
作
中
に
於
て
も
亦
た
追
隨
せ
ら

向
：は：「

道
德
的
情
操
論

.
1中

^ ;
'
於
て
公
に
い
せ
ら
る

\

に
_
:
&
た
る
偷
理
學
に
次
い
で
、法
律
及
び
統 

治

'0」

::
般
你
理
、及
び
啻
だ
に

.正
義
の
み
な
ら
す

、u
i
c
e

 

(

此
の
名
稱
は
.怫
語
に
出
て
、素
ビ
希
臘 

語

の

に

發

し

、本
來
民
政
の
道
を
意

_味
せ
る
も
の
な

h
- 

Lも
、ス
ミ
ス
，の
當
時
に
於
て 

t

f

m

b政
治
の
比
較
的
重
要

摩

ら
ざ

'る
部
分
の
制
，規、即
ち
淸
潔
、安
穩
及
び
低
廉
若
し
く
は

0 

富
を
意
味
す

.̂
も
の

' 
と
爲
れ
 

p 
I; 

lectures 

o
n

 

Justice, 
police;'^Revenue 

a
n
d

 

A
r
m
s

 

delivered 

in 

the 

University 

o
f

 G
l
a
s
g
o
w

 

b
y

 

A
d
a
m
.

.Lo
m
i
t
h
'
e
d
.

 

b
y

 

E
.

 

c

i

s
 

1
8
9
6
,

 

p. 

1
5
4
.
)

K:
:

\
及
び

®:
事
並

び
に
典
の
他
總
べ
て
法
律
の
：對
象
た
る
も
の
に
於
て
是
れ
等
の
ネ
の
が
瓧
會
の
種
々
な
る
诗

J
l
f
-

代
及
び
時
期
に
於
て
遭
姐
せ
，る
種
々
：な
る
變
苹
を
叙
述
せ
ん
ヾ
し
す
る
に
在

K
yし
V
 

h

y

o

H
h
e 

T
h
e
o
r
y

 

of 

M
or
a
l 

s
l
m
e
n
t
s
、

R
,

 

VII. 

s
e
c
t
.

<•
.
-

然
る
に
彼
れ

は

斯 

く
の
如
 

& 
最
初
の
計

® 

を
變

HI
し

三

\

ラ
ー
か
彼
れ
の
講
義
の
領
四
部
を
構
成
す
る
も
の
と
倣
せ
る
部
分
に
し
て
.後 

年

エ

ド

牛

ン
•ヵ
ナ

ン

に
ょ

.

C
S

て
出
版
せ
ら
れ
た
る
前
揭

「

疋
義
、。ホリ
ス
、歲
入
及
び
堪
事
に
關
す 

る
扉

^」

中

の
r

ニ
、第
一
一
一
及
び
第
四
部
を
構
成
す
Iる
も
の
を
先
づ
大
成
し
て
公
に
せ
る
な

K
V
O 

.斯
'く
て
：ス
ミ
ス
は
二

:
千
七
百
九
十
年

.に
出
版
せ
ら
れ
た
る
其
の

「

道
德
的
情
操
論

」

第
六
版
の
序 

文
に
於
て
、彼
れ
が

I

千

七

百

五

一

十

九

，
年

の

第

二

，
版

a

來 

る
前
揭 

>j
i
翁
の

.：激
約
を

"其
の

「

國
.富
論

」

に
ょ
り

V

 

 ̂

 ̂

a
. 
入
及
び
筚
攀
に
關
す

.る
範
圍

ft
. 

に
於
て
半
ば

®

行
せ

.る
旨

.を
物

0
 

o

.

つ
、
あ
る
な
り
。
是
れ
に
據
つ
て
觀
れ
ば
、

「

_
義
筆
記

」

中 

の
第

ニ
：：鮮
三
及
び
，
四

.割
は
實
に

「

國
富
論

」

の
筋
一
草

.案
ど
し
て
役
立
て
る

も

の
豕

t

而
し 

て
ミ

f

の

謂

ゅ

S

ミ
ス

:

の

偷

现

哲

學

を

構

成

す

，，る

第

三

部
(:

し
て
i

#
筆

P

の

第

一

部 

に
.
*寧

す

る

部

分

、卽

ち

彼

れ

の

體

系

中

に

，
在

K
Vて
偷
理
ギ
經
濟
ご
を
、調
停
す
る
.部
分
は
終
に 

ス

ミ

ス
自
身
の
手

^

ょ
今
て
ン

-
般
^

書
界
に

S

示
せ
ち
る
、

こ
と
な
か
ら
し
な

^
s

o而
も
.彼 

れ
：は
其
の

「

國
窜
論

」

の
第
五

®
.に
.於
て
；法

:«
:

及
.び
.；政
治
哲

.學
に

.屬
す
る
幾
許
の
間
題
に
論
入
せ
、

雄十六

•卷
：

(

七八
$

論

.:
'
說

「

道
徳
的
愦
撒
論
笑
國
窩
論

」

:
: 

第

六

腿

四

五



:

■第
十

六

怨(

七
八
六)

論
.

犹

r

道
.德
的
愦
掬1

|
>
「國

筲
論」

. 

第

六

號

四

六

り
。
而
し
て
單
に
之
れ
の
み
を
以
て
す
る
も
吾
人
は
經
濟
.學
に
於
て
一
切
の
偷
迦
的
考
察
を 

遞
秦
せ

Pビ
做
す
，の
非
難

よ

ぅ

し
，て
克

く

彼
れ
を
擁
識
す
る
を
得
る
な
り
。
今
に
し
て
猶
ほ 

.

斯
の
如
き
非
難
を
行
は
ん
ビ
す
る
潘
は
須
ら
く
ジ

ヤ

ン
ム
ク
チ
ス
ト
•セ
一
を
學
ん
で
兵
力
及 

び
敎
：
.育
に
關
す
る
所
論
を
包
有
す

‘る「

國
富
論

」

第
五
編
は
無
用
の
贅
肉
な
主
張
せ
ざ
る
を 

得
ざ
る
な
り
。
吾
人
は
寧
ろ
，ア
ダ

「

t

ス
ミ
ス
は
經
濟
學
が
純
乎
た
る
刹
己
心
の
嚮
導
の
下
に 

在
办
て
収
る
可
さ

.形
_

を
描
け
；；る
に
過
ぎ
ず
し
て
"斯
學
が
當
に
取
ら
ざ
る
を
得
ざ

る

形

}1
を 

示
せ
る
も
の
に
非
中

W

做
せ
る
へ
シ
？
！

•
ト
^

_

マ
ス
ム
ッ
ク
ル
の

History 

o
f

 

CiviKsatlon.

中

に

現

れ

た

る

所

言

に

據

ぅ

て

晴

示

せ

ら

る

>

所

多

し

。j. Johann 

E
d
u
a
r
d

 E
r
d
m
a
n
n
,

 

A

 

H
i
s
t
o
r
y

。
叫

'

•

 

.

.

.

.

.

. 

..
 

.

..

phlosopily, 

E
naq
. Ilrans.ed 

b
y

 

Wiliiston s. 
H
o
u
g
h
,

 

V
o
】. 

II., 

3a
，ed., 

I
8VO
2, 
p
v
M
3
5
-
I
W

o\
,

)

o

■.
.五

':
:
:

.

.

.

. 

.-

. 

, 

:
.
.
:
.

菩
人
は
ス
ミ
巧
が
其
の

®

濟
學
に
於
て
は
人
間
を
以
て
全
然
利
己
心
に
よ
り
て
動
さ
る

>
 

'も
の
と
看
做
し
た
る
に
反
し
，偷
理
學
に
於

y

は
之
れ
を
以
て
全
然
仁
愛
に
よ

6

て
動

3

る
、 

も
の
ど
看
做
し

fz
K
yと
云
へ
る
バ
ッ
ク

,以
後
の
見
解
に
よ

6

て
提
醒
せ
ら
る
、
所
大
な
る 

を
否

5E
す
る
こ
と
な
き
も

(
H
e
n
r
y

 

T
h
o
m
a
s

 

Buckle, 

History 

oif Civilization 

in 

E
n
g
l
a
n
d
,

 

V
O
L

 

I
L

 

ed.

Ico
>
-N
r3
. p. 

3
4
4
.) 

•而
も

K

ミ
ス
が
明

.か
に
德
を
仁
愛
に
限
定
す
る
を
拒
み
、而
.し
て
此
の
點
に
於
て 

其
の
師

、ノ

ッ
チ
チ
ソ
ン
の
體
系
ょ
办
分
離
せ
る
の
事
實
を
認
め
ざ
る
を
得
ざ
る
な
り
。

「

吾
ん 

自
；身
の
私
的
幸
福
及

^

利
S

に
對
す
る
注
意
も
亦
た
幾

多

の
揚
合
亿
於
て

0
.る
稱
揚
す
可
き 

行
爲
：の

'原
則
た
る

ft
ぁ
り

0

經
濟
、勸
勉
、愼
重
、注
意
、及
び
著
意
の
習
慣
は
一
般
に

S

利
的
動
機 

ょ
ぅ
養
成
せ
ら
れ
た
る
も
の
ビ
想
像
せ
ら
れ
、同
時
に
又
.た
萬
人
の
尊
敬
及
び
稱
揚
に
値
す
る 

颇
”る
殊
勝
な
る
性
質

^

&
と
，思

#

せ
ら

.る6

洵
に
利
己
的
動
機
の
混
入
は
往
‘

に
し
て
仁
愛 

的
感
，情
、ょ

>

生
す
可

.
§
行
爲

|
.の
美
を
沔
辱
す

_

0

觀
ぁ
り
。
然
れ
ど
も
其
の
原
因
は
自
愛
が 

決
し
て
有
德
な
る
行
爲
の
動
機
な
る
こ
ビ
能
は
ざ
る
に
存
せ
ず
し
て
、仁
愛
的
原
則
が
此
の
特 

殊
，の

&

合
に
於
て
は
其
の
相
當
な
る
强
度
を
缺
今
/而
し
て
全
然
其
の
目
的
に
不
適
當
な
る
の 

觀

ぁ

る

に

存

す

る

？

。

」
「

是

非

鑑I

 (

I

s)

は
屢
々
人
間
行
爲
の

I

を
決
定
す
る
の
標 

.準
を
之
れ
か
社
會
の
安
摩
若
；し
く
は

.，不

秩

序

に

：及
ぼ
.す

影

響

に

置

く
 

0
0

雖
も

ih
會
の
安
寧
福 

利
に
對
す
る
注
意
の
み
を
以
^
行
爲
に
取
ナ
て
唯
一
の
有
爲
な
る
動
機
た
ら
し
む
可
き
も
の 

に
.非

ず

し

て

'軍

に

總

べ
.
て
の
競
‘
に
於
て
を
は
諸
他
の
動
，機
に
對
し
て
平
衡
を
與
ふ
可
き
も 

の
本
爲
る
に
過
ぎ
す
。

」
「

恐
旧
く
仁
愛
は
神
に
在

b

て
は
行
爲
の
唯
一
原
則
た
る
可
し

0」r

然
 

第
十
六
猞

(

七t<

七)

，
論

訛

「

證
的
情
操
論

M

醫
論

」

；̂ン

.

」

 

第
A

J

四七



棋
十
六
怨

(

七八八

)

論

訛

「

道徳的惝操論

」

と「

國富論

j 

绺
六
號
四
八

れ
ど
.も
神
に
關
す
る
場
合
は
如

.何
に
あ
り
得
る
ビ

I
、人
間
の

如

き
不
完
全
な
る
碑
造
物
に
し 

て
邦
の
存
在
を
維
持
ず
る
が
爲
め
に
：は

'
自
己
以
外
の
物
件
を

®

求
す
る
こ
と
極
め
て
多
&
も 

の
は
独
々
に
し
て
諸
他
の
動
機
ょ
ダ
行
動
せ

ざ

る
を
得
ざ
る
な

6
0」

H
h
e Th

e
o
r
y

 

of 

M
o
r
a
l

 

Sentiments, 

pt. 

VII'sect. 
ii.o

■-
.-
ァ
ダ
ム
。ス
ミ
ス
は
：恒
久
不
變
な
る
人
間
.性
を
以
て
彼
れ
が
社
.會
哲
學
の
极
本
原
理
と
觀
た 

レ
。

.—

.科
學
及
び
總
べ
て

®

性

，
の
_
確

固

た

る

剑

斷

0

對
象
は
永
績
、不
變
、常
在

.に
し
て
發
生
、收
壤 

興
の
他
如
何
な
る
糊
顧
の
改
變
を
も
受

く

る
の
處
れ
な

&
も

の
た
ら
ざ
る
可
ら
ず
。
斯
ぐ
の 

如
き
は
事
物
の

#

性
^

e
c

i
e

s
)

即
ち
特
殊
の
本
：質
な
：り
。
人
間
は
絕
え
中
其
の
身
體
の
あ

ら

ゆ 

.る

微

粒

子

を

變

換

し

つ

、
あ
K
0
し
て
彼
れ
が
心
意
の
あ
ら
ゆ
る
思
想
は
間
斷
な
く
變
化
し 

■連

©

し
つ
、
あ
る
な
ぅ
。
_然
れ
ど
も
人
性
奢
し
く
は
入
間
の
本
性
は
常
に
存
在
し
、恒
に
同
一 

に
し
て
決
し
て
發
生
し
又
た
敗
壤
す
る
こ
と
な
し
。
是
れ
に
由
ら
て
、そ
は
科
學
、理
性
及
び
悟 

性
の
目
的
物
た

る

こ
ど
、人
間
が
諸
擧
官
、及

び

!1
:
官
の
上
に
荞
礎
を
有
.す
る
不
定
な

る

意
見
の
，
 

0
0
た
る
が
如
し

,.
®
食
の
對
象
は
感

..覺
の
作

「

用
ょ
ぅ
»
立
せ

：
.る

外
部
的
：存
在
を
有
す
る
も 

の
.と
解
釋
せ
ら
る
、
所
な
る
が
、是
れ

.等
悟

.性

.の
0

的
物
は
之
れ
に
も
增
し
て
悟
性
の
作
用
よ

丨

ヶ

姆
立
せ
る
外
部
的
存
在
，

4>
;
有

す

も
?>
-
办

ビ

想

：定
.
せ
：.ら
る
、
な
り

a」

m

3
當

o
n

 

pllncsophka: 

Subjects, b
y

 the late A
d
a
m

 

Smith, 

L
L
，
D
.

 

F
e
l
l
o
w

 

of the 

R
o
y
a
l

 Societies 

of L
o
n
d
o
n

 

a
n
d

 
E
d
i
n
b
u
r
g
h

:w7
9
5
> 

p" 

1
1
9
'

)

WI
-
し
て
ス
ミ
ス
は
又
た
屢
々

「

人
間
性
の
諸
原
理

」
(principles 

in 

h
u
m
a
n

 
nature) 

，な
る
祓
.擻
的
表
明
に
ょ
り
て
此
の
恒
久
不
變
な
る
人
間
性
の
原
理
が
單
純
な
る
も
の
に
非
ざ 

:
る

，
こ

ヒ

を

示

せ

り

。

_
即

.ち

®
入
が
會
つ
て
引
用
せ

る

如
ぐ
、ス

ミ

ス
は
其
の

「

道
«
的

情

操

論」

に 

，於
て

「

假
令
ひ
、人
間
は
如

「

何

に

利

己

的

な

■想
像
せ
ら
れ
得
る
も
或
の
本
性

■中
に
、彼
れ
を
し 

て
他
人
の
運
命
に
關
與
：せ

「

し
め
、彼
れ
等
の
幸
福
を
し
て
彼
れ
に
取

P
て
必
要
な
ら
し
む
る
一 

s

0

il
f

il
l(

s
o
m
e

 

principle s
:
i
n
h
i
s

 

nature)

の
-存
す
る
こ
と
明
か
な

>
」

ビ
糨
し

(
M
o
r
a
l

 

S
e
n
t

 

op. 

c
r 

pt. 

I. 

sect. 

I. 

c
h
âpI.)

而
し
て
又
た

「

國
富
論

」

に
於
て

「

此
の

(

交
換
の

)

性
：向
は

M

&
に
典
の
以
上
の 

,說
：明

を

與

上

る

乙

と

能

傘

，ざ

る

.人

間

性

に

於

け

る

本

原

的

諸

原

理

の

 

ー

f 
^ 

1

0 

0

^

1
 

p
i
l
p
l
e
s

 

5 h
i
a
n

 nature)

な
：
b
 

;
や
否
：や
、若
し
く
は

'觅
ら
に
確
か
ら
し
き

®

あ
る
が
如
く
，そ
は
理 

性
及
び
言
語
の
能
力
の
必
然
的
結
果
な

>

デ
否
ゃ
は

@;
人
，が
愛
に
硏
究
せ
ん
€
す
る
題
目
に 

#

す
る
こ
ど
な
し

」

ビ
說
け
り

。

(
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e
a
l
t
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斯
く
て
彼
れ
は
人

0

隹
4 

丨
芣

^

ビ
矛
己
ビ

Q
;

一一 

|群
’の
原
理
の
共
存
し

:0
、
ぁ
る
を

.承
認
せ
る

ダ

t
然
ら
ば
是
れ
等 

第
十
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I 

.
-
、
•、

、
：

'
• 

-

A

間

性
；
の
諸
原
理
ば
何
等
の
統
合

と
.調

和
と
を

*

出
ず
こ

S

な
ぐ
し
て
互
に
他
を
排
し
て
人 

•間

の
行

爲
を
指
鐵
せ

ん
と
し
つ
，ゝ

あ
る
も
の
な

^V

や
。

,
ス
ミ
ス

‘

に
從
へ
ば
、神
の
仁
，慈

)

し
睿
智
ヒ
は
永
缚
の
古
よ

b

常
に
幸
福

.

の
最

.

大
可
能
な
る
.高

.丨 

. 

.

•

'

:
 

.

.

.

.

.

. 

'

を
生
-
^
し
.む

可

く

廣

，大
ヘ
な
：̂)
宇

审
0

機
_

を
設
計
し
指
導
せ
り

。(
T
h
e
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h
e
o
r
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o
r
a
l

 

s

l
 

m
e
n
t
v
p
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chap. 
3
.)。

ス
ミ
ス
の
哲
學
に
在

^

て
前
提
た
る
名
の
は
觀
察
に
よ
ら
て 

確
定
：：せ
ら
れ
た

る
.：

事
：*

に
非
ず

.し
セ
假
想
せ
ら
れ
.?

事
物
の
調
和
的
仁
惠
的
な
る
自
然
の 

秩
：序
に
：關
す
る
半
神

.寧
的
、半
形
®
上
學
的
な
る
先
驗
的
推
定
な
り
。
あ
ら
ゆ
る
人
は
他
人
に 

關
す
；る
事
項
よ
り

.も
直
接
自
己
に
.關
す
る

も

0

に
遙
か
に
深
き
利
寄
を
威
す
。

自
然
は
.世
界 

0

公
務
を
念
頭
に
置
く
。を
以
て
人
間
の
主

®

な
る
事
業
た
ら
し
め
ず
し
て
、軍
に
之
れ
を
以
て

典
の
時
折
の
慰
藉
た
ら
，し
め

.た
:̂
。
彼
れ
が
主
た
る
事
務
は
被
れ
皁
身
©
日
常
生
活
上
の
事

.

.

.
-

 

- 

.
.
.

 

.

項
を
支
配
す
る
に
存
す

°
:然
れ
ど
も
自
然
は
各
人
：を
驅
つ
て
自
己
の
地
：位
を
改
善
せ
し
む
る 

人

[|
1
1組
織
の
原
理
に
よ

〜

1:
:
.社
會
的
：福

.利
，の

^

め
に
備
へ
た
個
人
は
偏
へ
に
自
已
の
秘 

刹
を
：企
圖
す
。

而
も
彼
れ
は
斯
く
の
如
く
行
ふ
.に
當

Y

てr
目
に
見
え
ぬ
手
に
導
か
れ
て
し

(

S
 

b
y

 

s invisible 

b
a
n
d
)

毫
i!
彼
れ
の
企
®

?:
梢
成
す
る
乙
ど
な
き
公
共
の
福
利
を
增
進
す
る
に

!

；

至

る

な

^
s
o

 

(
w
e
a
l
t
h
o
f
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」

一
)。

吾
入
が
自
然

に
，
自
己
の

®

操
及
び
行
爲
を
是
認
し
、若
し
く
は
非
認
す
る
原
_
は
吾
人
が
據 

|

て
以
て
他
八
の
愦
：操
及
び
行
爲
に
關
し
：，

.て
同
樣
の
.判
斷
を
下
す
原
理
と
全
然
同

一

な

る

の
 

觀
ぁ
办
°
吾
人
自
ら
を
他
人
の
地
位
に

®

き
、宛
然
他
人
の
服
を
以
て
他
人
の
立
場
ょ

6

し
て 

.菩
人
自
身
の
行
爲
を
舰
察
し
：た
る
時
、吾
人

♦
か之
れ
を
左
右
せ
る
情
操

.及
び
動
機
に
.全
然
參
加 

し
て
同
情
し

得

る

や
«

や

に

就
き

て

菩
人
の
感
ず
る
所
に
從
つ
て
吾
人
は
之
を
是
認
し
^
し 

く
は
非
認
す
る

^

:!)
;
"

;J(
M
o
r
a
l
s
e
n
t
i
m
e
n
t
s
、
p
t
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L
o:此
の
場
合
に
於
て
は
觀
察
者

 

S

J
 

.觀

.察
者

.と

は

等

し

く

吾

.：人
 

'自

身

の

中

に

存

す

。

此

の
0
察
者
を
呼
ん
で

M
心
ど
云
ふ

o 

M
1> 

の
作
用
ヤ
る
場
合
に
於
て
は

#

人
は
宛
も
自
身
を
ニ
個
の
人

.格
に
分
つ
。

他
人
の
亍
爲
に
身 

す
へ
る
®

察

翁

は

之

，れ

：

に
：：

就

&

セ
■十
'分

な

る

：知

識

を

荷

せ

：ざ

る

が

故

に

、往

冷

に

し

て

其

の

判

斷 

は
ー
正
確
を
缺
ぐ
。

而
，も
吾
：人
は
自
己
：の
情
操
及
び
動
機
に
對
.し
て
は
他
人
の
そ
れ
に
對
す
る 

が
：如
：く
不
十
分
な
る
知
識
を
有
：す
る
も
の
に
非
ざ
る
が
故
に
'、良
心
て
ふ
觀
察
者
は
最
も
公
平 

に
じ
七
正
確
な
る
判
斷
莕
ぢ
る
も
：の
な
り
？

 

g

に
ァ
ダ
ム

•ス
ミ
ス
に
從
へ
ば

「

胸

裡
の

人」 (

旨
〒 

within 

breast)

即

ち「

公

；半

な

る

觀

察

者」(impartial 

spectator)

の

聲

こ

そ

當

に
®

人

を

嚮

導

す

可
§ 

笫

十

六

怨(

七
九
})

論

.
說

【

道
徳
的
惝
と「

國
窩
論」 

第

產

3£
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第
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五

二 

も
の
た
る
な
れ
。
而
し
て
此
の
公
卒
な
る

«

察
#
こ
そ
又
た
當
に
吾
入
が
情
欲
及
び
昶
己
心 

の.誘
惑
に
ょ

h

て
其

0

行
爲
の
適
合
を
破
ら
ん

ざ

す
る
の
時
、吾
人
を
也
道
に
引
戾
す
も
の
に 

し
て
、吾
人
は

r
朐
裡
の
人

」

の

0
に
聽
き
，：て
自
然
に
極
端
な
る
，

..利

0 .
追
及
を
抑
制
し

#

る
な

t 

(ibid

v*.!

&

p

?s:
.

)

。：

然
れ
ど
，も
强
烈
な
る

®

ま
、自
利
心
双
び
世
評
は

f

に
し
て
此
の

*

裡
の
人

」

ょ
b

發
生
せ 

ら
れ
た
各
本
眞
の

®

を
滅
す
る
，の
虞
れ
あ
る
を
免
れ
ず
。
而

レ

自
然
は
猶
ほ
之
れ
に
對
し
て 

’救
：濟
の
手
段
を
與
：ふ
：る
を
怠
ら
ざ
り
き
。
即
ち
過
去
に
於
け
る
人
類
の
經
驗
に
基
け
る
逾
德

0 -
'
: I

般
的
傘
則

(general 

rules 

o£ m
o
rality)

は
是
れ
な

!)
.。

0し
て

是
れ

等
の

.一
般
的
準
則
中
に

* 

. 

. 

. 

.

- 

. ■ 

.
 

... 

: 

' 

• 

.

.

...

在

b

て
最

i重
耍
に
し
て
有
力
な
る
も
の
は

IE
_

の
を
れ
な

K
v
o

「

IE
義
は
：全
堂
宇
を
支
持
す 

る
a

柱
な
ぶ
。
.若
し
之
れ
.に
し
て
除
ま
せ
ら
れ
；ん
か
、此

.の
人
間
社

#.
:

の
宏
大

*'
邊
な
る
建
築 

は
刹
那
に
し
て
微
座
に
崩

*

せ
ざ
る
を

#

ず

■ 
°
斯
く
て
自
然
は
人
類
の
結
合
を
防
*
す
る
が 

爲
め
に
人
問
の
心
胸
に
功
過
の
意

a

及
び
.妥
當
な
る
刑
罰
に
對
す
る
®
怖

S

を
植
え
件
け

 ̂

b
o
. (

s
d
.
'

chap. 

Vi;)

而
し
セ
此

0

IH
義
の
準
則
，は
圓
體
の
强
制
權
を
伴
ふ
に
至

>

て
法
律

^

爲
る
。
正
義
の
目

的

S

f

4

れ
し
む

s

f

。
人
は
第

J

に
人

W

し
て
、第
二
に
家
族
‘の

|

員
と
し
て 

第
三
に
國
家
の

I

員
ご
し
て
填
集

.を
受
く
る
こ
ビ
あ
る
な
ぢ

0 

(

卜
|

|

0
ア
0&

^

と
0

A 

<

の
如
く
し
て
彼
れ
ぼ
其
の

「

法
律
學

」

の
講
義
を
開
始
す
る
な

t
 

,斯
く
て
又
た
ア
ダ
ム
；
ミ
 

ス
«

經
濟
行
爲
か
正
義
の
準
則
の
支
配
下
に

」

置
か
る
可
き
と
を
知
れ
办
。

「

各
人
よ
彼

I

ベ

 ̂

義
I

法
則
を
侵
犯
せ
ざ
る
眼
ぅ

.に
於
て
完

'全
に
其
の
意

0

ま
ゝ
に
彼
れ

-
身

の

利
益
を
追 

及
す
る
の
自
由
を
有
す
る

J

」

。
，

(
w
e
a
f

 
i

l

 b
k
.
I
V
.

 

I

里

。
，
而
し
て「

國

富

論」

の 

全
：卷
を
通
じ
て
最
も
雜
冽
難
る
章
句
は

「

賤

劣

毒

惡

な

る

プ

ンチル

•シ
ス
テ

ム

の
諸
ぼ
ご 

非
,

し
、而
し
て

-

® 

 ̂

^
 

 ̂

 ̂

 ̂

 ̂

S 

 ̂

« 

M
f 
3
が
爲
め
に
全
國
に

於
；け
ボ
ぁ

.

&

ゅ

る
他
の
部
分
の
人
十
の
利
益
及
び
諸
外
國
に

.

於
け
る
あ

I

る，他
の
人
々
の 

を
れ
を
毁
|

る
荷

I

:

勞
働
無
產
階
級
に

「

對
す
る
其

^

^

 

所
が

a

々
に
し
て
雁
主
及
び

5

河 

盎
を
擁
護
す
る
法
律
論
し

I

も
：痛

_

酷
な
る
攻
？

爲
々
て
現
れ
た
る
の
事
實
は

f

 

メ 

曾
つ
て

「

徒
弟
條
例
と
ァ
ダ
み
‘
ス
ミ

S

誌

r

太
陽

」

第
二
十
八
卷
ー
一

f

於
て
些
か
之
れ
を
骑 

じ

た

る

所

？

。

最

も

倉

卒

：に

「

國

富

論」

を

鑛

過

せ

る

者

と

雖

も

、
猶

ほ

本

書

が

主
,
,

し

て

入

道

,

.

笫

屮

六

卷(

七
九
三

)

齡

耽

I

的
情
操I

.

「

國
富
論

J
.
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.

六
魏
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第
六
號
茧
四 

的
の
精

)#
を
以

V

草
.せ
ら
れ
た
る
こ
ビ
を
承
認
す
可

C
、而
し
て
如
何
に
周
到
に
本
書
を
考
森 

す
る
も

「

利
己

j
の
，敎
理
が

^

^
ど
し
て
說
か
れ
つ
、
あ
る
章
句
は

一

も
之
れ
を
明
示
す
る
こ
と 

能
は
ざ
る
可

し

0

4

同
情
，を

'以
て
主
調
と
爲
せ
る

「

道
徳
的
情
操
論

0

著
者
れ
る

.

.彼
れ
、縢
れ
た
る
慈
善
的
行
爲
に 

»

す
る
其
の
不
斷
の

V投

费

に
:

て
豫
想
せ
ら
れ
た
る
，ょ

6

も
遙
か
に
少
额
の
財
產
を
遺
し

. 

V

逝
け
る
彼
れ
、特

3

其
0(

懇
厚
ぐ
深
切
と
に
ょ
り
て

g

の
同
時
代
の
入
々
の
間
に
著
明
な

& 

し

#

れ
Vが

1'

般
に

「

陰
惨
科
學

j
&
s
m
a
i

 
science.)

の
父

^
し

^
想
定
せ
ら
る

V
に
至
ヶ
た
る
事
實 

ほ
ど
奇
異
な
る
運
命

a

#
せ
ざ
る
可
し
。

「

利
己」 9

假
現
穴
る

「

經
濟
人

4

は
決
し
て
ス
ミ
ス
の
創 

造

^

非
す
。

『

國
富
論

0

舞
银
に
現
る
、
も
の
，は
何
れ
も
皆
な
現
實
の
人
物
な

t
之
れ

w

同 

時
に

「

共
同
心

」

の
權

‘化
た

.る
®

會
主
，義
的

.の
'人」

(socialistic 

m
a
n

 

I
 Joseph 

Shield 

Nicholson, 

A
n
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t
s
d
u
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t
o
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y

 

E
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y
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r
e
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of N
a
t

o-ns 

100
8
6, p. 

1
3
.
)

も
亦
た
 

r 
ダ
ム

® 
ス
ミ
ス
の
著
書 

中
，
.に，看
出

S

る
く
 

な

し

。：

彼

れ

，は.現
實
の
：.社
會
を
論
じ
正
常
な
る
一
般
人
の
行
爲
を
考 

」

察

せ

る

：な
5
0 

. 

.
:
:
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'於
て
、又
ミ
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.ズ

.It「

道
徳
的

'情
.操
論

」

竿

初版
 七

十

ミ ァ 巩  

吾 ス ダ の

が
出
版
せ
ら
：れ

f:
る

j

千
七
百
五
十
九
年
と

「

國
富

_論」

0

勒
版
：の
表
：れ
ゎ
る
一
千
七
頁 

プ
.年
：と
の

^

1̂
於
て
行
へ
る
刟
國
旅
行

|:
由
リ
て
唯
物
論
者

ゴ

化
し
、後
著
に
於
て
前 

於

<
.
la
■か 

'れ
.
.?:
る
.學

....
歌
.

^
變

E

ti
る
' 
も
I
.の
.
€

看

..做

せ

り

。
：

而

も

£

十
.く
.旣こ

.

.

R. Z
e
y
s
s

戈
 

A
d
p
^
B
i
& 

I
 

dcr 

E
i
g
e
g
s
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I00
S
9
.I:
於
て
斯
く
の
如
合
逾
昆

を

排
斥
す
る

U

努

め
a
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